















Ronsard et les expressions puisees dans 




准教授萩原直幸 准教授 MichelDe Boissieu 
岡山大学名誉教授木之下忠敬
学位論文内容の要旨
延味能都氏(社会文化科学研究科、准教授)の学位申請論文Ronsardet les expressions 
puisees dans lantiquite -Evolution de leur utilisationー(Wロンサーノレにおける古典からの
借用表現ーその使用法の変遷ー~)は、 16 世紀のフランス詩人ピエ}ル・ド・ロンサールを
研究対象とする著者が、これまで各種紀要あるいは国際専門研究誌 (Wロンサール研究

















<目(ail，yeux) > (第1輩)、 <jene sais quoi>および<砂糖、蜜(sucre，miel) > (第2章)、













































年間に3度にわたる科学研究費の支給(平成 13・14年度、 16-18年度、 20・22年度)を受け
ており、学会での評価の高さがうかがえる。近年の論文はほとんどフランス語によるもの
であり、海外への意欲的な発信の姿勢も評価できる。
以上の判断に立ち、審査委員会は、全員一致して、本論文が博士の学位にふさわしいも
のであるとの結論に至った。
